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現
在
の
社
会
に
は
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
社

会
の
変
化
が
加
速
す
る
今
、
そ
れ
ら
を
解
決

す
る
た
め
に
、
従
来
と
は
異
な
る
人
材
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
医
療
・
看
護
の
分
野
で
は
、
超

高
齢
社
会
に
対
応
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
専
門

領
域
の
最
先
端
知
識
と
、
チ
ー
ム
と
し
て
働

け
る
協
働
力
を
備
え
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
多

数
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
チ
ー
ム
医
療
に
参

加
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
す
る
大
学
・

学
部
・
学
科
が
次
々
と
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
A
I
（
人
工
知
能
）
な
ど
の

技
術
革
新
が
進
み
、
人
材
の
育
成
が
急
務
に

な
る
中
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
を
冠
す

る
学
部
・
学
科
の
新
設
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
専
門
的
な
職
業
に
就
く
た
め

の
知
識
や
技
能
を
学
ぶ
新
し
い
高
等
教
育
機

関
「
専
門
職
大
学
」
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
新
し
い
大
学
・
学
部
・
学
科

で
は
、
従
来
の
学
問
の
枠
組
み
と
異
な
る
ア

プ
ロ
ー
チ
の
学
び
が
期
待
で
き
ま
す
。
学
問

分
野
を
横
断
し
た
学
際
的
な
学
び
が
可
能
で

あ
る
な
ど
、
専
門
性
を
よ
り
高
め
ら
れ
る
柔

軟
な
科
目
選
択
が
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
学

部
・
学
科
を
問
わ
ず
、
外
国
語
に
よ
っ
て
授

業
が
行
わ
れ
て
い
た
り
、
語
学
研
修
・
留
学

が
必
須
だ
っ
た
り
す
る
大
学
や
学
部
も
あ
り

ま
す
。
最
先
端
の
学
問
を
学
ぶ
た
め
に
最
新

の
設
備
・
施
設
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
巻
頭
・
巻
末
の
大
学
パ
ン
フ
取
り
寄
せ
は

が
き
な
ど
を
利
用
し
て
大
学
パ
ン
フ
を
取
り

寄
せ
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
学
び
が
予
定
さ

れ
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
次

ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
2
0
2
1
年
度
開
設
予
定 

新
し
い
大
学
・
学
部
・
学
科
情
報
」
も
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

設立されて間もない新しい大学・学部・学科を子ども
の進路に選ぶのは、不安かもしれません。しかし、新
しい大学・学部・学科には、特色やメリットがあります。
まずはよく調べて、進路の選択肢に加えてみませんか。

2021年4月の大学・学部・学科等の設置について、申請・届出予定の
ものも掲載しています。変更になる場合がありますので、詳細は必ず、
大学にお問い合わせください。

変
化
す
る
社
会
の
要
請
に
応
え
る

新
し
い
大
学・学
部・学
科

新
し
い
大
学・学
部・学
科
を

選
択
す
る
メ
リ
ッ
ト

新しい大学・学部・学科を調べよう

芸
術
文
化
と
観
光
、２
つ
の
視
点
を
生
か
し

地
域
を
活
性
化
す
る
人
材
を
育
成

　

2
0
2
1
年
度
、
兵
庫
県
北
部
但
馬
地
域
に
、

観
光
と
芸
術
文
化
の
両
方
を
学
ぶ
県
立
の
専
門

職
大
学
が
誕
生
し
ま
す
。
但
馬
は
、
城
崎
温
泉
、

竹
田
城
跡
な
ど
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
国
際
演

劇
祭
（
豊
岡
演
劇
祭
）
の
開
催
な
ど
、
芸
術
文

化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
で
芸

術
祭
が
行
わ
れ
る
な
ど
芸
術
文
化
を
生
か
し
た

観
光
が
注
目
さ
れ
て
い
る
今
、
芸
術
文
化
と
観

光
双
方
の
視
点
を
生
か
し
、
地
域
を
活
性
化
す

る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

１
学
部
１
学
科
の
み
、
１
学
年
80
人
、
全
授

業
を
40
人
以
下
で
行
う
徹
底
し
た
少
人
数
教
育
。

授
業
の
三
分
の
一
が
現
場
で
の
実
践
で
す
。
理

論（
講
義
）と
実
践（
実
習
）を
交
互
に
繰
り
返
し
、

体
系
的
に
学
び
を
深
め
て
い
く
中
で
、
高
い
実

践
力
を
養
い
ま
す
。
卒
業
生
は
、
観
光
分
野
や

芸
術
分
野
で
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
、
起
業
家
と

し
て
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
す
る
な
ど
、
幅

広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
開
設
予
定

国
際
観
光
芸
術
専
門
職
大
学（
仮
称
）

芸
術
文
化
観
光
学
部（
仮
称
）／
芸
術
文
化
観
光
学
科（
仮
称
）

新しい大学を見てみましょう！

JR豊岡駅前に学舎を建設中。

1年次全寮制の学生寮。

県
立
専
門
職
大
学
誕
生
※
設
置
認
可
申
請
中
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●
児
童
学
部
＊
／
児
童
学
科
＊
、子
育
て
支
援
学
科
＊
、初
等
教
育
学
科
＊

●
栄
養
学
部
＊
／
栄
養
学
科
＊
、管
理
栄
養
学
科
＊

●
家
政
学
部
／
服
飾
美
術
学
科
、環
境
教
育
学
科
、造
形
表
現
学
科

＊ 
全
て
仮
称
、２
０
２
１
年
４
月
開
設
に
向
け
て
設
置
構
想
中

※
学
部・学
科
名
等
、記
載
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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家
政
学
部
の
再
編
に
伴
い
、

児
童
学
部
と
栄
養
学
部
が
誕
生
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ひ
と
の
生（
Ｌ
ｉ
ｆｅ
）に

さ
ら
な
る
求
心
力
を
求
め
て

　
科
学
・
技
術
の
急
速
な
進
歩
に

よ
っ
て
到
来
す
る
「
超
ス
マ
ー
ト
社

会
」
に
生
き
る
人
を
支
え
る
た
め
に
、

「
ひ
と
の
生
（
L
i
f
e
）
を
支
え

る
学
の
構
築
」
を
よ
り
一
層
の
求
心

力
を
備
え
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
て
２
０
２
１
年
に
現
家
政
学

部
を
３
学
部
体
制
に
再
編
成
し
ま
す
。

●
児
童
学
部
／
児
童
学
科
、
子
育
て

支
援
学
科
、
初
等
教
育
学
科

　
多
様
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
「
最
善
の
利
益
」
を
考
慮

で
き
る
高
い
専
門
性
を
備
え
、
教
育

界
・
保
育
界
を
リ
ー
ド
す
る
素
養
を

持
っ
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

●
栄
養
学
部
／
栄
養
学
科
、
管
理
栄

養
学
科

　
建
学
の
精
神
で
あ
る
女
性
の
「
自

主
自
律
」
に
基
づ
き
、「
食
と
健
康
」

に
お
け
る
科
学
的
で
幅
の
広
い
知
識

と
実
践
力
を
駆
使
し
、
ひ
と
の
生

（
L
i
f
e
）
を
支
援
で
き
る
人
材

を
育
成
し
ま
す
。

●
家
政
学
部
／
服
飾
美
術
学
科
、
環

境
教
育
学
科
、
造
形
表
現
学
科

　
Ａ
Ｉ
の
急
速
な
進
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
向
け
た
未
来
社
会
で
豊
か
な

人
生
を
過
ご
す
た
め
の
生
活
技
術
を

創
造
し
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
輝

か
せ
る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
板
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、Ｊ
Ｒ
池
袋

駅
か
ら
埼
京
線
で
５
分
の
「
十
条
」

が
最
寄
り
駅
。
十
条
駅
か
ら
キ
ャ
ン

パ
ス
ま
で
も
わ
ず
か
徒
歩
５
分
と
い

う
好
立
地
で
す
。「
ひ
と
の
生
」
を

見
つ
め
る
大
学
な
ら
で
は
の
施
設
と

し
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
支
援
セ

ン
タ
ー
（
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）」
が
あ

り
地
域
の
人
々
と
学
生
と
の
交
流
が

育
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
森
の

サ
ロ
ン
」
で
は
、
０
〜
３
歳
の
親
子

と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
保
育
士
、

教
職
員
が
集
い
、
子
育
て
を
共
に
考

え
ま
す
。

　
教
育
と
衣
食
住
に
関
わ
る
多
種
多

様
な
資
格
の
取
得
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
の
管
理
栄
養
士
国

家
試
験
合
格
率
は
98
・
９
％
と
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
小
学
校
教
員
、
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
、
管
理
栄
養
士
、
栄
養

士
な
ど
の
公
務
員
試
験
に
も
多
数
の

合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に

貢
献
の
場
が
あ
る

衣
食
住・保
育
の
知
見
を

地
域
の
人
々
へ
還
元
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人
の
生
活
に
関
わ
る

多
種
多
様
な
資
格
を
め
ざ
せ
る

東
京
家
政
大
学

保護者版



�����大�����
��������
��金���

大�
��
	�

3323

大学

私立

東京
埼玉

●
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部〈
仮
称
〉＊
／
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

＊
設
置
構
想
中

※
学
部・学
科
名
等
、記
載
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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「
デ
ー
タ
」を
活
用
し
て
新
た
な
価
値
を

創
造
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
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デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
社
会
に

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

　
情
報
処
理
技
術
の
急
速
な
発
達
と

Ａ
Ｉ
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
実
務
に
応
用
で
き
る
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
た
人
材
が

広
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
を
ふ
ま
え
、
本
学

は
文
理
融
合
型
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
学
部（
仮
称
）を
設
置
構
想
中
で
す
。

デ
ー
タ
ア
ナ
リ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
広
く
経
済
社

会
に
応
用
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
観
光
、

社
会
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
現
場
で
新

た
な
価
値
を
生
み
出
す
即
戦
力
と
な

る
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部〈
仮
称
〉

／
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

　
教
養
科
目
と
し
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
基
礎
と
な
る
数
学
、
統
計
学
、

情
報
科
学
を
学
修
、
さ
ら
に
共
通
科

目
と
し
て
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
に
必
要
な
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
機
械
学
習
、
社
会
調
査
を
学

び
ま
す
。そ
し
て
、ビ
ジ
ネ
ス
、観
光
、

社
会
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
応
用
分

野
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
見
を

深
め
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
×
価

値
創
造
」を
実
践
し
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
は
、
デ
ー
タ
を
用
い
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
開
し
て
い
る
企

業
や
組
織
で
行
わ
れ
ま
す
。
実
務
の

実
態
を
知
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

を
駆
使
し
て
世
の
中
が
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
る
の
か
を
体
験
し
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
全
学
生
が
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
必
携
の
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
入
学
時
全
学
生
に
本
学

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
者
Ｉ
Ｄ
と

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
発
行
さ
れ
、
学

生
は
授
業
や
研
究
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業

や
遠
隔
授
業
な
ど
、
自
由
で
快
適
な

学
修
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
解
析×

応
用
分
野
で

キ
ャ
リ
ア
に
つ
な
げ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

充
実
し
た
学
修
環
境
を
構
築
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